
平成２２年度 財団法人新潟県都市緑花センター事業報告 

 

１ センター事業会計事業報告 

 

（１）都市緑化に関する調査及び研究事業 

 

①芝生地の管理に関する調査研究 

新潟の地域特性に合った芝生地の管理手法を確立しコスト削減を図るため、鳥取県で

実践されているローコスト芝生地造成管理の手法に基づき試験を実施し、調査研究を継

続した。平成 20 年に施工した紫雲寺記念公園、県立植物園のほか、新潟県スポーツ公園

の多目的運動広場で施工を行い、データの収集を行った。新潟市で施工した新潟市鏡淵

小学校の校庭や西総合スポーツセンターの多目的広場で、技術指導を行ったほか、植栽

後の経過データ収集を行った。 

 

②ISO14001 環境マネジメントシステムの更新 

        平成 22 年 12 月に認証更新を行うとともに、環境マネジメントシステムの更なる発展

に向けた取り組みを行った。 

 

（２）都市緑化の普及及び啓発事業 

 

①花と緑のアドバイザー派遣制度 

     花と緑のアドバイザーを各種開催団体が実施する緑化講演会、緑化学習会等に派遣す 

るとともに、センターが企画する自然観察会等においても積極的に活用を図った。 

      Ｈ２２ 派遣団体；２２件  金額；１６０千円 

          内センターにおける活用等；１１件 

 

②広報活動の充実 

都市緑化の普及啓発に関する内容から当センターの活動状況等、情報を広く県民に提

供するため、情報誌(Green Sketch)とホームページの充実を図った。ホームページは、

当センターが管理運営する各公園での催事等の情報提供を積極的に行った。  

      情報誌    発行回数、部数；年２回（１４，０００部） 

      ホームページ アクセス件数；２３，０５８件 

 

③写真コンテストの開催 

     県立都市公園の魅力的な風景、まちなかの緑や花を題材とした写真を広く募集し、公

園に対する愛着や親しみ、まちなかの緑に対して意識してもらい、公園利用の促進や緑

化の普及啓発に寄与することを目的にコンテストを開催した。 



・募集期間；９月１日～１１月１２日 

・応募総数；１４２点（県立都市公園部門１００点、まちなかの緑花部門４２点） 

 

（３）都市緑化の保全及び推進事業 

 

①花と緑のパートナーづくり事業 

緑豊かな潤いあるまちづくりを推進するため、都市部や主要な観光地の県管理施設や

市町村管理の小中学校におけるボランティア団体、民間団体や学校等が実施する緑化活

動に対して助成を行った。 

      Ｈ２２ 助成団体； ６団体 助成額； ２，３００千円  

 

 



２　鳥屋野潟公園事業会計事業報告

（１）事業の概要

所在地 年度
管理面積

(ha）
利用者数

（人）
収入決算額

（千円）

22年度 44.8 1,492,319 526,589

21
年度 48.4 1,743,300 523,017

増減 ▲ 3.6 ▲ 250,981 3,572

（２）地域・住民との連携活動、関係機関との調整等

年度 回数

22年度 92

2１年度 58

増　減 34

22年度 28

21年度 31

増　減 ▲ 3

（３）有料公園施設の利用状況

収入額 減免額

22年度 789 871,620 829,060 42,560

21年度 749 1,301,140 723,240 577,900

増減 40 ▲ 429,520 105,820 ▲ 535,340

22年度 990 91,931,025 87,921,999 4,009,026

21年度 862 72,314,220 69,189,745 3,124,475

増減 128 19,616,805 18,732,254 884,551

（４）行為許可の状況

収入額 減免額

22年度 89件 25,696,764 7,707,909

21年度 193件 24,964,755 85,868,940

増減 ▲ 104件 732,009 ▲ 78,161,031

22年度 40枚 21,612,500 0

21年度 53枚 28,164,500 0

増減 ▲13枚 ▲ 6,552,000 0

広告看板設置

21,612,500

28,164,500

▲ 6,552,000

行為 年度 件数 金額（円）
内訳

物品の販売、撮
影など

33,404,673

110,833,695

▲ 77,429,022

東北電力
スタジアム

775,350

980,010

▲ 204,660

関係機関との調整
利用調整会議、運営支援懇談
会、保健所との合同パトロール他

園地

23,827

18,933

4,894

　新潟県都市公園条例第１５条の３第１項により、新潟県立鳥屋野潟公園（新潟県スポーツ公園） 及び清五
郎ワールドカップ広場の管理・運営を指定管理者として実施した。

都市公園名 県の所管

施設名 年度 回数 利用者数（人） 利用料金（円）

鳥屋野潟公園
（新潟県ｽﾎﾟｰﾂ公
園及び清五郎ﾜｰ
ﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ広場）

新潟市中央区
清五郎・長潟地
内

新潟地域振興
局

項　　　目 主　な　内　容

地域・住民との連携活動
ながたの森花苗植え付け、公園
サポーター活動、花と緑の教室
等

内訳



（５）その他の実施状況

園地利用増進のため、昨年に引き続きカナールコンサートを開催した。

自主事業として、春の緑花フェア、鳥屋野潟スポーツ公園フェスタ、新春ビッグスワンフェスタ

を開催した。



３　野球場公園事業会計事業報告

（１）事業の概要

所在地 年度
管理面積

(ha）
利用者数

（人）
収入決算額

（千円）

22年度 14.6 360,403 147,190

21
年度 10.7 272,457 118,683

増減 3.9 87,946 28,507

（２）地域・住民との連携活動、関係機関との調整等

年度 回数

22年度 112

21年度 10

増　減 102

22年度 29

21年度 7

増　減 22

（３）有料公園施設の利用状況

収入額 減免額

22年度 0 0 0 0

2１年度 0 0 0 0

増減 0 0 0 0

22年度 1,544 32,851,600 32,588,040 263,560

2１年度 816 30,691,550 20,726,175 9,965,375

増減 728 2,160,050 11,861,865 ▲ 9,701,815

（４）行為許可の状況

収入額 減免額

22年度 94件 5,460,678 213,985

2１年度 54件 4,216,107 4,355,663

増減 40件 1,244,571 ▲ 4,141,678

22年度 32枚 9,611,332 0

2１年度 24枚 5,713,500 0

増減 8枚 3,897,832 0

（５）その他

　　　・プロ野球主催者支援のため、エコスタジアムで開催されたプロ野球のチケット販売を行った。

　　　・野球場の施設の魅力を高めるため、正面ロビーに記念品の展示コーナーを設けた。

広告看板設置

9,611,332

5,713,500

3,897,832

内訳

園地

0

0

0

内訳

ﾊｰﾄﾞｵﾌｴｺ
ｽﾀｼﾞｱﾑ新潟

268,366

266,635

1,731

物品の販売、撮
影など

5,674,663

8,571,770

▲ 2,897,107

行為 年度 件数 金額（円）

利用料金（円）

項　　　目 主　な　内　容

地域・住民との連携活動 野球教室等

関係機関との調整
利用調整会議、運営支援懇談
会、スポーツ公園管理協議会他

施設名 年度 回数 利用者数（人）

鳥屋野潟公園
（新潟県ｽﾎﾟｰﾂ公
園南地区）

　新潟県都市公園条例第１５条の３第１項により、新潟県立鳥屋野潟公園（新潟県スポーツ公園南地区）の
管理・運営を指定管理者として実施した。

都市公園名 県の所管

新潟市中央区
長潟地内

新潟地域振興
局



４　紫雲寺記念公園事業会計事業事業報告

（１）事業の概要

都市公園名 県の所管 年度
管理面積

(ha）
利用者数

（人）
収入決算額

（千円）

22年度 82.4 473,817 148,682

21年度 72.7 485,600 147,040

増減 9.7 ▲ 11,783 1,642

（２）地域・住民との連携活動、関係機関との調整

年度 回数

22年度 13

21年度 9

増　減 4

22年度 5

21年度 10

増　減 ▲ 5

（３）有料公園施設の利用状況

収入額（円） 減免（円）

22年度 37,457 11,147,740 10,091,746 1,055,994

21年度 36,281 11,366,230 10,318,405 1,047,825

増減 1,176 ▲ 218,490 ▲ 226,659 8,169

22年度 1,143 535,250 533,650 1,600

21年度 1,050 487,500 419,500 68,000

増減 93 47,750 114,150 ▲ 66,400

22年度 1,998 11,228,850 11,228,850 0

21年度 1,952 10,981,950 10,981,950 0

増減 46 246,900 246,900 0

（４）行為許可の状況

収入額（円） 減免（円）

22年度 19 10,602 10,232,580

21年度 16 0 21,684,961

増減 3 10,602 ▲ 11,452,381

（５）その他の実施状況

　チューリップ広場でイベントを開催し、公園利用者の増加に努めた。

　オートキャンプ場の供用日の追加を行い、利用者の利便の向上を図った。

内訳

競技会等の催
し

10,243,182

21,684,961

▲ 11,441,779

オートキャンプ
場

6,983

6,899

84

行為 年度 件数 金額（円）

内訳

プール、体育
館、会議室

47,769

45,465

2,304

多目的広場、
テニスコート

4,924

5,178

▲ 254

地域・住民との連携活動
チュ－リップ球根堀、花苗植栽、チュ－リッ
プ球根植付、緑花講習会、食の物産展参加
協力等

関係機関との調整
各種会議、地域整備部との連絡調整、指定
管理者連絡調整会議等

施設名 年度 回数 利用者数（人） 利用料金（円）

項目 主な内容

　新潟県都市公園条例第１５条の３第１項により、県立紫雲寺記念公園の管理・運営を指定管理者と
して実施した。

所在地

紫雲寺記念公
園

新発田市藤塚浜
地内

新発田
地域振
興局



５　植物園事業会計事業事業報告

（１）事業の概要

都市公園名 所在地 県の所管 年度
管理面積

(ha）
収入決算額

（千円）

入園者 180,273

（うち温室入館者 68,558)

入園者 193,628

（うち温室入館者 65,708)

入園者 ▲ 13,355

（うち温室入館者 2,850)

（２）地域・住民との連携活動、関係機関との調整等

年度 回数

22年度 222

21年度 216

増　減 6

22年度 適宜

21年度 適宜

（３）有料公園施設の利用状況

収入額（円） 減免（円）

22年度 - 22,525,320 22,525,320 （金額算出せず）

21年度 - 22,442,220 22,442,220 （金額算出せず）

増　減 - 83,100 83,100 －

22年度 7 88,390 65,354 23,036

21年度 13 100,640 66,092 34,548

増　減 ▲ 6 ▲ 12,250 ▲ 738 ▲ 11,512

　新潟県都市公園条例第１５条の３第１項により、県立植物園の管理・運営を指定管理者として実施し
た。

項　　　目 主　な　内　容

新潟地域
振興局
新津地域
整備部

県立植物園
新潟市秋
葉区
金津地内

19.8

▲ 683

265,125

265,808

利用者数
（人）

内訳
回数 利用者数（人）

・ボランティア受入れ（週4回）
・愛好会との展示共催
・春・秋の植物園まつりへの出店受入れ
・新津商工会議所との協働による緑化活動
・新潟市、新津観光協会、近隣施設等との連携（花ふる
フェスタ、石油の里もみじまつり）
・新潟市東区への協力（ミズアオイ植栽事業）
・新潟県、新潟市等との連携（イベント「にいがた花三昧」
打ち合わせ）
・温泉旅館、レストランとの教室共同開催　　等

19.8

0.0

地域・住民との連携活動

研修室 710

▲ 47

663

22年度

観賞温室 65,708

2,850

関係機関との調整 ・地域整備部との連絡調整等（適宜）

施設名

21年度

年度

68,558

利用料金（円）

増減



（４）行為許可の状況

収入額（円） 減免（円）

22年度 3 37,740 11,840

21年度 1 17,760 0

増減 2 19,980 11,840

22年度 9 29,207 116,820

21年度 7 31,141 84,683

増減 2 ▲ 1,934 32,137

22年度 0 0 0

21年度 0 0 0

増減 0 0 0

22年度 5 3,050 0

21年度 3 1,830 0

増減 2 1,220 0

（５）その他の実施状況

　・5月4日・5日に「春の植物園まつり」、9月19日・20日に「秋の植物園まつり」（20日は「敬老の日シル

　　バー無料デー」同時開催）を開催し、利用増進を図った。

　・6月6日に園内で開催された「にいつ花ふるフェスタ」（主催：にいつ花ふるフェスタ実行委員会）に

　 合わせて100円入館デーを実施し、利用増進を図った。

　・夏期及びクリスマス時期の夜間開園実施、コンサート開催等、利用者の満足度向上に努めた。

　・12月1日開園記念日に、県民への日頃のご愛顧に感謝の意を込め「無料入館デー」を実施した。

　・3月の「チューリップ展」「花の新品種inにいがた」開催にあたり、同時期に新潟市で開催される他施設

　 の花イベント（フラワーウェーブ新潟2011、第34回日本ボケ展）と連携し、「春一番、にいがた花三昧。」

　 をキャッチコピーにPR展開を行った。

内訳
金額（円）行為 件数 件数

物品の販売・
頒布

17,760

31,820

競技会、集会
等の催し

115,824

30,203

146,027

49,580

ロケーション 0

0

写真撮影 1,830

1,220

3,050

0



施　　設　　名 施　工　地 施行規模 受託決算額

新潟県都市緑花フェア開
催委託

新潟市中央区長潟地
内

997,500

　　　　　　　　　　合計 997,500

（２）寄付行為第４条第１項第５号に基づく、物品販売事業等の収益事業

公　　園　　名 収入決算額

ア）　イタリアンレストラン「ラ・ピアンタ」の営業　

イ）　自動販売機による清涼飲料等の販売事業　　 １１台

ウ）　売店事業　

エ）　公衆電話事業 　２台

ア）　バーベキュー卓利用管理事業 　７卓

イ）　炊事棟「釜」管理事業 　４口

ウ）　自動販売機による清涼飲料等の販売事業　　 　５台

エ）　食堂・売店事業　

オ）　氷販売

ア）　カフェテリア「和」（なごみ）の営業

イ）　売店事業　

ウ）　自動販売機による清涼飲料等の販売事業　　 　５台

エ）　公衆電話事業 　２台

図書の販売事業

　　「里山の植物」

　　「ようこそ緑の夢王国」

　　　　　　　　　　合計 7,917,551

６　収益事業会計事業報告

（１）請負業務

委　　託　　者

鳥屋野潟公園

事　　　業　　　内　　　容

植物園

新潟県
（都市政策課）

その他

5,196,189

523,646

64,000

紫雲寺記念公園 2,133,716



７ 全国都市緑化新潟フェア記念特別会計事業 

 

   「第 15 回全国都市緑化フェア」実行委員会より寄付された浄財で行った事業 

 

（１）新潟県等が主催する都市緑花フェア等のイベントを通して、緑花意識の普及啓発

に努めた。 

 

①都市緑花フェア 

     第 23 回春の都市緑花フェア 

     ２０１０ＮＩＩＧＡＴＡスプリングフェスティバル 

     開催日 ：平成 22 年 4 月 17 日（土）～18 日（日） 

     開催場所：鳥屋野潟公園（新潟県スポーツ公園） 

     展示内容：パネルで緑花センター事業を紹介、チューリップ花絵づくり 

 

②緑花センター設立 20 周年記念講演会開催 

     開催日 ：平成 22 年 8 月 29 日（日） 

     開催場所：東北電力ビッグスワンスタジアム 

     開催内容：藤沢 周トークショー 

           演題  「新潟の四季感」 

           語り手  藤沢 周（芥川賞作家） 

           聞き手  東村 理恵子(フリーアナウンサー) 

           参加者 101 名 

 

③フラワーウェーブ新潟 2011 

     開催日 ：平成 23 年 3 月 11 日（金）～13 日（日） 

     開催場所：新潟ふるさと村 

  出展内容：緑花センターＰＲコーナー、ハンギングバスケット及び寄せ植え体

験教室 


